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西
東
京
市「
子
ど
も
条
例
」制
定
へ
！

子
ど
も
の
育
ち
、
学
び
、
参
加
す
る
権
利
を
支
え
る
ま
ち
へ

が
、
継
父
の
虐
待
に
よ
り
自
死
す
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
の
で

す
。
な
ぜ
彼
の
S
O
S
に
気
づ
け
な

か
っ
た
の
か
？　

彼
の
死
を
食
い
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
？　

事

件
が
地
域
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
く
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
連

携
強
化
や
欠
席
児
童
に
対
す
る
「
西
東

京
ル
ー
ル
」
の
策
定
な
ど
、
虐
待
の
早

期
発
見
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
一
方
で
、
損
な
わ
れ
や
す
い
子

ど
も
の
命
と
尊
厳
を
守
り
、
子
ど
も
の

育
ち
を
ま
ち
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め

に
は
、
施
策
の
基
盤
と
な
る
ル
ー
ル
づ

く
り
が
不
可
欠
と
の
理
由
か
ら
、
子
ど

も
に
関
す
る
総
合
条
例
の
制
定
が
、
市

の
命
題
と
し
て
再
浮
上
し
ま
し
た
。
16

年
６
月
の
児
童
福
祉
法
改
正
で
、
批
准

22
年
に
し
て
初
め
て
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
が
理
念
と
し
て
明
記
さ
れ
、
子

ど
も
の
権
利
擁
護
が
法
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
と
も
、
条
例
制
定
の
機
運
を
後

押
し
し
ま
し
た
。

実
効
性
の
カ
ギ
を
握
る
、
第
三

者
機
関
の
設
置
と
子
ど
も
参
加

　

虐
待
、
貧
困
、
不
登
校
、
い
じ
め
―
―

の
巻
き
返
し
に
よ
っ
て
執
行
を
凍
結
さ

れ
て
以
来
、
市
議
会
で
は
子
ど
も
の
権

利
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
さ
え
タ

ブ
ー
と
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

事
態
が
大
き
く
動
い
た
の
は
14
年
７

月
。
市
内
中
学
校
に
通
う
男
子
生
徒

　

10
月
１
日
、
西
東
京
市
子
ど
も
条
例

が
つ
い
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

至
る
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
思
う
と
、

万
感
迫
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

2
0
0
9
年
８
月
、
い
っ
た
ん
は
条

例
要
綱
の
制
定
ま
で
歩
を
進
め
た
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
が
、
自
民
党

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
子
ど
も
が
本
来
手

に
し
て
い
る
は
ず
の
生
き
る
権
利
、
学

ぶ
権
利
、
育
つ
権
利
を
脅
か
す
も
の
で

す
。 

条
例
に
は
、
と
り
わ
け
困
難
な

状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
命
と
尊

厳
の
保
持
と
同
時
に
、
権
利
擁
護
を

担
う
第
三
者
機
関
の
設
置
が
明
示
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
来
年
度
の
予
算

化
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
相
談
・
救
済
と
あ
わ
せ
て

本
条
例
の
重
要
な
柱
と
さ
れ
る
の
が
、

子
ど
も
の
意
見
表
明
と
参
加
の
権
利

で
す
。
条
例
制
定
過
程
で
は
、
子
ど
も

食
堂
や
学
童
保
育
所
、
放
課
後
カ
フ
ェ

な
ど
で
の
子
ど
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
市

民
ま
つ
り
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
直
接
意
見
を

聞
き
取
り
、
条
文
へ
反
映
す
る
試
み
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
と
も
す
る
と
、
大
人

に
よ
っ
て
保
護
・
監
督
さ
れ
る
べ
き
対

象
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
子
ど
も
を
権

利
の
主
体
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
公

園
の
再
整
備
や
児
童
館
の
再
編
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
検
討
段
階
で
、
子

ど
も
参
加
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
条
例
の
制
定
は
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
。
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
市
民
、
行
政
、

学
校
、
民
間
団
体
、
そ
し
て
何
よ
り

子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
こ
の
条
例
を
ど

う
使
い
こ
な
し
育
て
て
い
け
る
か
、
知

恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
議
会
議
員
　
か
と
う
涼
子

　

子
ど
も
が
失
敗
し
て
も
間
違
い
を
し
て
も
、
何
度
で
も
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
―
―
。
約
10
年

の
紆
余
曲
折
を
経
て
、
西
東
京
市
で
10
月
１
日
、「
子
ど
も
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
根

幹
に
据
え
た
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
総
合
条
例
で
す
。
条
例
の
背
景
に
は
、
失
わ
れ
る
こ
と
を
防
げ
な
か
っ
た
命
と
、

届
か
な
か
っ
た
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
悲
し
い
事
件
を
こ
の
地
域
で
繰
り
返
さ
せ
な
い
。
そ
ん

な
私
た
ち
の
決
意
が
込
め
ら
れ
た
子
ど
も
条
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

調布ネット
マイクロプラスチックによる環境汚染と対策
11月10日（土）13:30 ～　市民プラザあくろす
ホール 1（国領駅）　200円　042-487-3087

府中ネット
男女共同参画推進フォーラム　非正規職シング
ル女性の社会的支援に向け
11月11日（日）10:00 ～　女性センタースクエア
21会議室（中河原駅）　200円　042-360-4443

福生ネット
孤立しない子育て講演会
11月11日（日）10:00 ～　さくら会館（予定）（牛
浜駅）　200円　042-553-0701

武蔵野ネット
檻の中のライオン・楾大樹さんの憲法のお話
11月13日（火）18:30 ～　武蔵野公会堂（吉
祥寺駅）　500円・高校生 200円・小中学生無
料　FAX0422-36-3767

府中ネット
生活の相談窓口「地域包括支援センター」を
知れば安心！もっと知ろう！
11月17日（土）10:00 ～　中央文化センター
第 4会議室（府中駅）　042-360-4443

小平ネット
2019 政策発表集会・映画上映「おだやかな革命」
11月18日（日）13:15 ～　小平市福祉会館 1
階和室（一橋学園駅）　500円　042-342-4494

武蔵野ネット
「不思議なクニの憲法 2018」上映会
11月27日（火）19:30 ～　武蔵野プレイス 4
階フォーラム（武蔵境駅）　1000円・学生 500
円　FAX0422-36-3767

練馬ネット
映画上映会「カレーライスを一から作る」
12月1日（土）14:00 ～　生涯学習センターホー
ル（練馬駅）　500円・高校生以下無料　主催：
練馬地域協議会　03-3993-4899

府中ネット
憲法学者木村草太講演会・子どもと憲法
12月9日（日）19:00 ～　バルトホール（府中駅）
500円　042-360-4443

　10月１日、西東京市議会第3回定例会本会議において、議員
提出議案＝「東海第二原発の運転延長を行わないことを求め
る意見書」＝が、自民党議員（6人）を除く全議員の賛成をもっ
て可決した。「原発はいらない西東京集会実行委員会」などを
請願団体に、短時日で１千筆を数え提出された請願が委員会採
択を経てこの日の提案に結実したもので、西東京・生活者ネッ
トワークからは会派を代表して、後藤ゆう子市議が賛同議員に
名前を連ねた。
　採決に先駆け討論に立った後藤ゆう子は、原子力規制委員
会が日本原電東海第二原発の設置許可を行ったことに断固抗
議。その上で、以下3点の理由で再稼働に反対の意思を表明、東
海第二原発は廃炉にすることを求め、賛成の討論とした。
　1点目――2011年の東日本大震災により、東海第二原発は最
大5.4ｍの津波に襲われた。直前に6.1ｍに防護壁がかさ上げさ
れていたため全電源喪失という最悪の事態は免れたが、非常用
発電機1台が取水口付近の浸水で使用不能
になった。3日以上をかけてかろうじて冷温
停止し、以来7年以上停止したままであり、
かつ地震により受けた被害すべてが確認で
きているわけではない。11月末には運転開
始から満40年を迎える老朽化し、なおかつ
被災した原発を再稼働させる理由はない。
　2点目――福島第一原発事故を受け国は、
原発から半径30㎞圏の市町村に避難計画の
策定を義務づけた。過去に茨城県が実施し
たシミュレーションでは、5㎞圏内の住民8
万人が5㎞圏外にでるまで30時間を要する

とされた。なかでも避難に支援を必要とする方は5㎞圏内だけ
で1500人、車椅子対応が可能な福祉車両1000台近くが必要だ
が確保は困難、県はやむなくフィルターなど放射性物質対策を
備えた病院や施設に屋内退避をとるということだ。屋内避難は
要支援者を見捨てることにもなりかねない。半径30㎞圏内に
は約96万人が居住、200㎞圏内に3500万人が生活する首都圏
が入る。過酷事故となった場合、首都圏住民の避難は不可能だ。
　3点目――日本原電は過去の借入れで資産は現預金まで銀
行の担保に取られており、銀行からの融資を断られている。そ
のため電源の強化や、高さ20ｍの防潮堤、総延長320㎞の電
気ケーブルを燃えにくいものに交換するといった安全対策費
1740億円を自ら調達することができない。このような経営状
態の日本原電に福島事故の加害者責任を負う東京電力が資金
支援を申し出ているとされるが、東京電力には多額の公的資金
が注入されており、賠償や廃炉にこそ力を注ぐべきで、日本原

電に資金支援を行う資格は皆無である。
　意見書では、請願団体が求めた、１.運転開
始から40年を超える東海第二原発の運転延
長を認めないこと。２.東海第二原発の廃炉
を事業者に求めること。――の２項がほぼ
原案に近いかたちで表明された。東海第二
原発の運転延長阻止・廃炉を求める意見書
提出は、東京都内では初の取り組みであり、
今後、他の区市町村議会においても同様の
意見書が採択に向かい国に民意を届ける動
きが活発化することを期待したい。

　文責／編集部

都内では初！

西
東
京
市
議
会

東
海
第
二
原
発
の
運
転
延
長
阻
止
・

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
！

「とめよう！東海第二原発首都圏連絡会」と「再稼働阻
止全国ネットワーク」の共催で、毎月取り組まれている「と
めよう！東海第二原発 20 年運転延長・再稼働ゆるすな！
日本原電本店抗議行動」。約 70 人が参加した 10 月 3
日、西東京市の市民が請願採択の報告をした。千代
田区神田美土代町の日本原子力発電本店前で

0 ～ 2 歳児の子と親を支える、民間の「生活クラブ子育て広場 ぶらんこ西東京」を視察。子育ての悩みを受け止め、
地域とのつながりを育む拠点です。写真左から２人目が西東京市議のかとう涼子、３人目が後藤ゆう子。ぶらんこ
西東京では賛助会員を募集中。年会費一口 1,500 円
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2
0
0
0
年
に
「
介
護
の
社
会
化
」

を
謳
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制

度
は
、
2
0
1
5
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、

要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
）
を
、
介
護
保
険
給
付
か
ら

各
自
治
体
に
よ
る
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
総
合
事
業
）」

へ
移
行
す
る
と
い
う
大
転
換
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
誰
も
が
使
え
る
社
会
保
障

制
度
で
あ
る
は
ず
が
、
財
源
不
足
を
理

由
に
、
市
民
の
負
担
を
増
や
し
、
一
方

で
給
付
を
抑
制
す
る
と
い
う
、
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

職
員
の
労
働
環
境
の
厳
し
さ
も
あ
っ
て
、

人
材
不
足
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
制

度
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
や

支
え
合
い
の
し
く
み
が
必
要
で
、
そ
の

意
味
で
は
、
新
総
合
事
業
の
枠
組
み
に

「
住
民
主
体
の
活
動
」
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
は
期
待
し
つ
つ
も
、
現
状
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
団
体
の
参
入
は
低

調
で
す
。
そ
の
他
に
も
「
新
総
合
事
業
」

に
は
課
題
が
多
く
、
実
態
を
厳
し
く
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

継
続
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
新

総
合
事
業
の
課
題

　

認
定
N
P
O
法
人
市
民
シ
ン
ク
タ
ン

ク
ひ
と
・
ま
ち
社
で
は
、
2
0
1
8
年

か
ら
全
て
の
自
治
体
で
新
総
合
事
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
都
内
各
自

治
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
継
続
し

た
調
査
を
実
施
。
8
月
23
日
に
は
、
第

3
回
と
な
る
調
査
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
永
田
町
：
衆
議
院
議
員
会
館
）。

　

継
続
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、

新
総
合
事
業
は
「
地
域
づ
く
り
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
新
た
な
多
様
な
担
い
手

の
創
出
を
想
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
際
に
事
業
の
多
く
を
担
う
の

は
介
護
保
険
事
業
者
で
あ
り
、
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
半
公
的
な
団
体
で
す
。

か
つ
、
こ
れ
ら
事
業
者
か
ら
は
、
報
酬

単
価
の
引
き
下
げ
に
苦
悩
す
る
様
子
が

見
て
取
れ
、
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民

団
体
の
参
入
を
促
す
た
め
に
は
、
運
営

費
の
補
助
や
委
託
な
ど
経
済
的
な
支
援

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
単
価
の
設
定
も
各
自
治

体
の
裁
量
に
よ
る
た
め
、
自
治
体
と
し

て
も
、
近
隣
の
動
向
も
見
な
が
ら
進
め

て
い
る
状
況
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

低
下
さ
せ
ず
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
機

会
の
制
限
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
必
要
な
制
度
設
計
を
は
か
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
し

く
み
と
は

　

新
総
合
事
業
で
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

が
類
型
化
さ
れ
、
例
え
ば
訪
問
介
護
で

は
、「
現
行
相
当
」
の
他
に
、
サ
ー
ビ
ス

Ａ
（
緩
和
基
準
）、
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
（
住
民

主
体
）
と
し
て
「
生
活
援
助
」
が
提
供

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

２
０
１
８
年
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

新
た
に
「
生
活
援
助
中
心
型
」
の
サ
ー

ビ
ス
従
事
者
へ
の
研
修
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
（
従
来
の
１
３
０
時
間
に
対
し
59

時
間
）。
介
護
の
現
場
か
ら
は
、「
生
活

援
助
は
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
え

る
も
の
で
、
身
体
介
護
よ
り
難
し
い
要

素
が
あ
る
」
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

人
材
の
裾
野
を
広
げ
て
担
い
手
を
確
保

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
単
な
る
基

準
緩
和
で
は
、
結
局
、
支
援
の
質
の
低

下
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

老
老
介
護
、
認
認
介
護
、
在
宅

介
護
を
支
え
る
／
地
域
共
生
社

会
の
主
体
は
市
民
！

　

今
や
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な

原
因
の
ト
ッ
プ
は
認
知
症
、
そ
し
て
東

京
で
は
、
総
人
口
の
ピ
ー
ク
は

２
０
２
５
年
で
す
が
、
そ
の
後
も
、
高

齢
者
人
口
は
増
加
が
続
き
ま
す
。
要

介
護
、
ひ
と
り
暮
ら
し
、
認
知
症
な
ど

の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
る
の

か
、
東
京
の
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

暮
ら
し
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
削
る

よ
う
な
制
度
改
定
は
、
介
護
の
社
会

化
を
後
退
さ
せ
る
だ
け
で
す
。同
時
に
、

保
険
料
と
給
付
、
ま
た
、
保
険
制
度

と
地
域
福
祉
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
、
支

え
合
う
地
域
社
会
を
め
ざ
す
の
か
、
一

人
ひ
と
り
が
考
え
、
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
市
民
の

決
意
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

―
―
身
近
な
市
区
町
村
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
市

民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
が
参
画

し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
―

―
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
高
齢
に

な
っ
て
も
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
や
介
護
人
材
の
確

保
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険

制
度
に
よ
る
「
介
護
の
社
会
化
」
を

後
退
さ
せ
な
い
制
度
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

ありのままの自分が尊重され
人権が保障される社会へ
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

都
道
府
県
初
の
「
人
権
条
例
」
成
立

多
様
な
人
々
の
人
権
が
保
障
さ
れ

排
除
さ
れ
な
い
都
市
への
第
一歩
を

　

10
月
５
日
、
本
会
議
で
「
東
京
都
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊

重
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
」（
以

下
：
人
権
条
例
）
が
成
立
し
た
。

２
０
１
５
年
に
改
訂
さ
れ
た
「
東
京
都
人

権
施
策
推
進
指
針
」
に
あ
る
17
項
目
の

人
権
課
題
の
解
決
も
含
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理

念
の
一
層
の
浸
透
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
条
例
に
は
、
人
権
施
策
に
総
合
的
に

取
り
組
み
、「
多
様
な
性
の
理
解
の
推
進
」

と
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な

差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の

推
進
」
が
明
示
さ
れ
た
。

■
S
O
G
I
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が

あ
り
の
ま
ま
で
尊
重
さ
れ
る
社
会
へ

　

人
権
条
例
の
第
二
章
「
多
様
な
性
の

理
解
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
性
的
指
向
や
性
自
認
（
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
：
ソ
ジ
）
に
関
す
る
差
別
や
偏
見

の
現
状
、
改
善
方
法
、
救
済
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
も
条
例
の
策
定

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
当
事
者
が
広
く
議

論
に
参
画
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
身

体
的
性
別
の
一
致
や
異
性
愛
が
、「
社
会

の
当
た
り
前
」「
普
通
の
人
」
と
さ
れ
る

価
値
観
が
法
律
や
制
度
の
な
か
で
固
定

さ
れ
て
き
た
た

め
、
自
分
の
こ

と
を
正
直
に
話

せ
ず
、
正
直
に

話
し
た
途
端
に

余
計
に
辛
い
思

い
を
す
る
と
い

う
悪
循
環
の

中
で
悩
み
、
い

じ
め
や
暴
言
、

排
除
を
受
け
、

自
傷
、
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
る

こ
と
も
。
こ
う
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
困

難
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
見
過
ご
さ

れ
て
き
た
差
別
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
あ

り
、
多
様
性
を
認
め
合
う
と
い
う
人
権

尊
重
の
肝
と
し
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
。

　

条
例
案
の
審
査
を
付
託
さ
れ
た
総
務

委
員
会
で
は
、
参
考
人
招
致
の
提
案
が

あ
っ
た
が
、
タ
イ
ト
な
日
程
の
な
か
実
現

に
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
当
事
者
や
当

事
者
団
体
、
支
援
者
団
体
か
ら
は
、
差

別
禁
止
に
向
け
、
一
日
も
早
い
条
例
制
定

が
望
ま
れ
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
差
別
禁
止
へ
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
き
た
い
。
基
本
計
画
策
定
等

に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
当
事
者
等
が
参
画

す
る
議
論
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
強
く

要
望
し
た
。

■
表
現
の
自
由
、
集
会
・
結
社
の
自
由

を
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

　

ま
た
、「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不

当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取

組
の
推
進
」
は
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の

人
々
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
実
態
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
人

権
の
保
障
、
尊
重
の
た
め
の
差
別
解
消
で

あ
り
、
表
現
の
自
由
、
集
会
・
結
社
の
自

由
を
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
公
の
施
設
の
利
用
制
限
に
つ

い
て
知
事
の
権
限
を
強
め
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
弊
害
の
な
い
よ
う
、
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
し
っ
か
り
注
視
し

て
い
く
。

豊
洲
新
市
場
に
、
ひ
び
割
れ

変
わ
ら
ぬ
「
隠
ぺい
体
質
」

　

豊
洲
新
市
場
が
10
月
11
日
開
場
し
た
。

開
場
を
目
前
に
、
豊
洲
新
市
場
で
の
ひ
び

割
れ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
地
下
水
が
あ
ふ

れ
出
る
な
ど
の
問
題
が
明
る
み
に
出
た
。

都
は
、
ひ
び
割
れ
は
地
盤
沈
下
に
よ
る
も

の
で
昨
年
秋
に
は
把
握
し
て
い
た
が
、
想

定
内
だ
っ
た
の
で
公
表
し
な
か
っ
た
と
弁

明
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
情
報
は
、
す
ぐ

に
公
表
し
な
い
と
「
隠
し
て
い
る
」
と
思

わ
れ
、
不
信
感
が
増
す
。

　

埋
立
地
の
地
盤
沈
下
は
今
後
も
進
む

と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
発
見
し
た
時
は
速

や
か
に
公
表
し
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
を

す
る
よ
う
求
め
た
。

国際有機農業映画祭 2018　世の中、えらいことになるでぇ
11月18日（日）9:30開場～19:45　法政大学市ヶ谷キャンパス富士見ゲート棟G201教室（市ヶ
谷駅）　一般 2500円・25歳以下1000円・中学生以下無料　国際有機農業映画祭／法政大学
大学院グローバルサスティナビリティ研究所　http://www.yuki-eiga.com/　FAX03-5155-4767

シンポジウム・日本の政治と社会を立て直す
11月 24日（土）13:30 ～ 16:30　文京シビックセンター 26 階スカイホール（後楽園駅・
春日駅）　講演：杉田敦（法政大学教授）・木村真（大阪・豊中市議）　1000 円　研究
所テオリア　03-6273-7233

安倍NO！　壊憲NO！　共生社会へ！　12・8集会
12月 8日（土）13:30 ～ 16:40　東京市民活動ボランティアセンター会議室 A・B（飯田
橋駅）　講演：小野雅章（日本大学教授）　500円　「良心・表現の自由を！」声をあげる
市民の会　090-2836-2072

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
関
す
る
第
３
回
調
査
か
ら

変
容
す
る
介
護
保
険
・
問
わ
れ
る

制
度
再
構
築
／
決
め
る
の
は
市
民

編集後記／ 10月14日、埼玉県朝霞市・和光市と練馬区に位置する陸上自衛隊朝霞駐屯地で、観閲式が行われた。朝
霞駅から出発して川越街道沿いの駐屯地にむかう、観閲式反対デモに参加、「軍事パレードやめろ」「自衛隊を憲法に
明記するな」「南西諸島に自衛隊を増強するな」などのコールをあげた。途中、頭上をヘリコプターの編隊や戦闘機な
どが次 と々デモンストレーション飛行、米海兵隊オスプレイ2機も飛んできて、40機ほどの航空機が爆音をまきちらした。
今年 3月陸上自衛隊は総隊制に移行、全陸自を一括して動かす指揮機能の強化がはかられている。（上坂）

国
分
寺
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

高
瀬
か
お
る

総務委員会で質疑に立つ山内れい子

10
月
8
日
、
新
宿
で
、「
す
べ
て
の
命
に
平
等
を
」

を
テ
ー
マ
に
東
京
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド
が
開
催
。「
人

権
条
例
」
成
立
を
経
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
参
加
者
ら
と
共
に

生活者ネットワークも自治体調査に主体的に関わってきた「介護予防・日常生活支援総合
事業に関する第 3 回調査」報告会が、コメンテーターに鏡諭さん（淑徳大学教授）を迎
えて開催された（主催：認定 NPO 法人市民シンクタンクひと・まち社）。左は、進行役を担っ
た国分寺・生活者ネットワーク市議会議員の高瀬かおる。8 月 23 日。衆議院議員会館

『新総合事業に関する市民の意向調査　自治体調査　第 3 回報告書　2017 年度』
1000 円　発行：認定 NPO 法人市民シンクタンクひと・まち社　http://www.hitomachi.org/


